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適正在庫自動調整方式の開発とその適用
―製造流通業におけるSCMの取組み事例―

小林　裕征，大家　健司

近年，キャッシュフロー経営重視の中，即時納品ニーズや供給断絶リスクに対応するべく，在庫適正化への要
求が高まっている．在庫適正化の一手段である適正在庫基準設定では，品目・在庫拠点ごとに，最新の販売実績
を反映した在庫基準を設定する必要ある．しかし，多くの品目数・拠点を抱える製造流通業では，品目・拠点ご
とに在庫基準を設定することは困難であった．そこで，販売計画と実績の偏差のばらつきに着目し，品目・拠点
ごとに適正在庫基準を自動算出する方式を開発した．開発方式を PSI 計画支援システムと連携し，適用するこ
とで，在庫基準設定業務短縮と欠品率低減による収益向上の見通しを得た．
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1. 緒言

生産地と消費地が異なる製品を取り扱う各企業は，
必要な製品の生産・供給・販売を適時・適量にするため
に，自企業・自部門を取り巻くサプライチェーン構成
企業・部門との計画の共有や，想定外事象の発生・需要
の不透明化による計画変動に備えた戦略立案が必要で
ある．そこで，モノの流れ，お金の流れを情報の流れ
と結びつけ，サプライチェーン全体で情報を共有・連
携し，全体最適化を図る経営手法である SCM (Supply

Chain Management) が 1980 年代より提唱され，業
務改革・デジタル化や新業務を支えるシステムの導入
に取り組む企業が数多く存在する [1, 2]．
以降，SCM の研究・導入が進むものの，現在もな

お SCMを取り組むべき課題と捉える企業は多い．そ
の背景には，サプライチェーンのグローバル化に伴う，
サプライチェーン構成企業数の増大やサプライチェー
ンの複雑化があり，全体最適化を図る対象が拡大する
中で，適切な需給計画を実時間で提示するための技術
的課題がある．
近年，アパレルや日用品，電気機器などの製造流通業

では，海外からの安価な材料・部品の調達や海外工場
への生産委託によるサプライチェーンのグローバル化
に加えて，顧客嗜好の多様化や EC (Electronic Com-

merce) の拡大により，品種数の増加や即時納入の要
求が増しており，SCM の重要性が高まっている [3]．
SCMでは特に，欠品による販売機会損失や，在庫過剰
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によるキャッシュフロー悪化を防止し，収益向上をめ
ざすべく，最適なPSI (Production, Sales, Inventory)

計画立案が求められる [4]．
上記を解決するために多くの企業では，PSI計画支援

システムを活用し，各企業・部署間の KPI (Key Per-

formance Indicator) を可視化・一元化し，需要・供給
状況に応じて，計画の情報共有・修正を行い，サプラ
イチェーン全体での在庫適正化に取り組んでいる [5]．
PSI計画支援システムでは，製品の販売計画を入力と
し，予め設定した各拠点の適正在庫との受払計算を行
い，供給・生産・調達の計画を立案している．この適
正在庫は一般的に，納入までのリードタイムや製品の
発注間隔など，業務制約上もつべき在庫と，需給計画
に対する需要の上振れや供給の下振れに備える安全在
庫の合計で求められる．具体的には，在庫量そのもの
を設定する方法，もしくは供給・販売計画の何日分に
相当する在庫量をもつかを表す「維持日数」にて設定
する方法が取られる．前者は，取り扱う各製品の販売
規模が異なり，需要変動が大きい場合，製品ごと・時
期ごとに適正値を設定する必要が生じ，実務に大きな
負担となる．製造流通業では，需要規模が異なる多種
の製品を扱い，需要の季節変動などが生じる場合が多
いため，需要規模の大小に応じた適正在庫が設定可能
な後者の方法が適している．
適正在庫を維持日数で設定する場合，業務制約上も

つべき在庫は，サプライチェーン構造や発注間隔など
の業務上の変化がなければ一定値としても問題ないが，
安全在庫は計画と実績の偏差のばらつきに基づくため，
実態のばらつきに応じて維持日数を見直すことが望ま
しい．また，偏差の計算においては，販促などの計画
的な需要誘導による実績の乖離を実績の偏差から排除
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図 1 偏差計算対象期間と計画取得期間の関係

する必要がある．しかし，製品ごとに維持日数を人手
で定期的に見直す作業は，製品数が数千以上に及ぶ製
造流通業においては困難である．弊社の事例では，製
品ごと・拠点ごとの維持日数を製品合計・拠点合計の
販売計画と販売実績の偏差に基づき一律の値で運用し
ていた．
そこで本研究では，最新の販売計画と実績の差のば

らつきに基づく，製品ごと・拠点ごとの適正在庫維持
日数の自動算出方式を考案し，その算出結果を PSI計
画支援システムに連携する適正在庫自動調整システム
を実装した．本稿では，適正在庫算出方式，並びに弊
社にて PSI計画支援システムに連携・適用した結果の
一部を報告する．

2. 適正在庫算出方式の設計

本方式における維持日数を用いた適正在庫算出では，
製品 m，時点（日）iの適正在庫 Sm,i を，後述の維持
日数 Im,i を用いて式 (1)にて算出する．pm,i,j は，製
品 mの時点 iに立案した時点 j の販売計画量を示す．

Sm,i =
∑i+Im,j

j=i pm,i,j (1)

ここで，製品mの維持日数は，1節で述べた方針に基
づき，販売計画と実績の偏差による維持日数を IAm,i，
納入までのリードタイムによる維持日数を IBm,i，発
注間隔による維持日数を ICm,i と定義して，式 (2)よ
り算出する．

Im,i = IAm,i + IBm,i + ICm,i (2)

以降，各維持日数の調整方式の詳細について述べる．
2.1 販売計画と実績の偏差による維持日数 IAm,i

一般の安全在庫理論では，販売実績のばらつきを用

いて安全在庫を計算するが，販売実績のばらつきで評
価すると，季節変動や販促によるばらつきを上乗せし
て安全在庫を計算することになる．本来，在庫は想定
を超える需要が来たときに備えるため，販売実績の変
動要因が想定できる場合は，販売計画と実績の偏差を
用いた方が，適切に安全在庫を設定できる [6]．そこで，
本方式では，販売計画と実績の偏差に準じた維持日数
を算出する方針とした．販売計画と実績の偏差による
維持日数算出で使用する変数ならびに定数を以下に定
義する．
N 　現時点
pm,i,j 　時点 i に立案した時点 j の製品 m の販売

計画量
am,j 　時点 j の製品 mの販売実績量
s　偏差計算対象期間（時点数）
t　計画取得期間（時点数）
K 　安全在庫係数
LTmax 　最大納入リードタイム
以降，時点の単位を便宜上「週」として述べる．
偏差計算対象期間と計画取得期間の関係について，

図 1を用いて説明する．
縦軸は販売計画立案週，横軸は販売計画対象週を表

しており，前者を i，後者を j と表した場合，図 1の
各セルは「i週に立案した j 週の販売計画量 pm,i,j」を
意味する．よって白抜きの数字の部分が今回計画立案
対象となる領域，黒字の数字の部分が，定数 s，tによ
り定義される販売計画と実績の差のばらつき算出の対
象領域である．偏差計算対象期間 sはどれほど過去に
立案した計画と実績の差を分析対象とするか，販売計
画取得期間 tはどれほど過去の計画と実績の差を分析
対象とするかを規定するものであり，過去の計画・実
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績値を必要十分に偏差分析の母数として取り込むため
に設けている．
まず，偏差計算対象期間 sならびに計画取得期間 t

に該当する販売計画量 pm,i,j と j週の販売実績量 am,j

との乖離度 dm,i,j を式 (3)より算出する．

dm,i,j =
am,j−pm,i,j

pm,i,j

(i ≤ j, N − s ≤ i ≤ N,N − t ≤ j < N)
(3)

もし，製品mの販売開始週を Bとしたとき，N−s <

B となる場合，N − s～B− 1の期間は製品 mの旧製
品に相当するもしくは同じ製品カテゴリの乖離度の値
を利用する．
販売計画量 pm,i,j が 0かつ販売実績量が am,j であ

る場合は，販売期間より前に納金済みの予約注文を貰
うことで販売実績が上がるケースや，販売期間終了後
の残材処分によって販売実績が上がるケースなど，販
売を計画しない期間における実績計上のため，算出対
象から除外する．また，販売計画量が pm,i,j であり販
売実績量 am,j が 0 の場合は，予め立案していた計画
より早期に販売が進み，販売期間を前倒しで終了する
など，担当者の意思決定で販売実績が上がらないケー
スであるため，算出対象から除外する．
乖離度 dm,i,j を算出する (i, j) の集合 Δm はパラ

メータ s，t，N に従い以下のように定義する．

Δm = {(i, j)|N − t � i � N,N − s � j � N, i � j}

集合 Δm の要素数 n (Δm)を用いて，集合 Δm に
おける乖離度の平均 dm と標準偏差 σm を式 (4)，(5)

より算出する．

dm =
∑

(i,j)∈Δm
dm,i,j

n(Δm)
(4)

σm =

√
∑

(i,j)∈Δm (dm,i,j−dm)2

n(Δm)
(5)

最後に，安全在庫理論に基づき，安全在庫係数 K，
最大納入リードタイムLTmaxの平方根，標準偏差 σm

の積により IAm,i を式 (6)より算出する．

IAm,i = K ×√
LTmax × σm (6)

2.2 納入までのリードタイムに基づく維持日数
IBm,i

納入までのリードタイムに基づく維持日数は，注文
から納入までの期間に欠品が生じないように，当該期
間の販売計画に相当する在庫を保持するために設定す
る．大型連休など供給拠点・輸送網の臨時休業がある

場合の輸送リードタイム延長を考慮するべく，各拠点
間の基準納入リードタイム：LT1，リードタイム加算
値：LT2 を用いて式 (7)より IBm,i を算出する．

IBm,i = LT1 + LT2 (7)

LT2 は輸送業者のカレンダ情報や倉庫のカレンダ情
報に基づき算出され，連続する休日の日数を LT2 と
する．

2.3 発注間隔による維持日数 ICm,i

発注間隔に基づく維持日数は，発注時点から，次の
発注時点まで，欠品が生じないように当該期間の販売
計画分の在庫を保持するために設定される．したがっ
て，発注サイクル間の販売計画に相当する在庫を保持
すればよいため，発注サイクルを維持日数として採用
することが望ましい．そこで，発注間隔による維持日
数 ICm,i は，発注サイクルを設定し，業務プロセスに
より決定された値を参照することとした．弊社適用事
例において，ICm,i = 7としている．

3. 適正在庫算出方式のシステム化

3.1 適正在庫自動調整システムの開発
2節で述べたとおり，販売計画と実績の偏差のばら

つきに基づき，在庫維持日数を算出する方式を設計し
た．本方式による適正在庫の設定が必要なビジネスで
は，多くの在庫拠点を抱えるケースが多く，在庫拠点
ごとに各製品の適正在庫維持日数を人手でかつ短時間
で算出することは現実的ではない．そのため，標準的
な特徴をもつ製品・拠点に対する適正在庫維持日数を
算出し，その値を一律に適用することで実務上対応し
ている場合や，適正在庫維持日数の更新頻度を低くし
ている場合が散見される．しかし，需要変動が激しく，
販売計画を高精度に立案することが困難である製品や
拠点と，需要が一定で販売計画を高精度に立案可能な
製品や拠点が共存するビジネスにおいては，これら製
品・拠点の特徴を無視した在庫維持日数の設定を行う
と，過剰在庫や欠品を誘発する．また，需要変動の激
しい製品を抱えるビジネスにおいては，その変動を随
時捉え，その変動に追従することで，需給計画の最適
性を保つことができるが，在庫維持日数の更新頻度を
低くすると，市況変化に気づくのが遅れ，本来設定す
べき在庫維持日数の値と，設定済みの在庫維持日数の
値との間に乖離が生じるリスクが生まれる．よって，
過剰在庫や欠品が発生し，在庫適正化を達成できない．
そこで，適正在庫算出方式に基づき，特徴が異なる製
品ごと・拠点ごとに適正在庫維持日数を高速自動算出
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図 2 適正在庫自動調整システムの構成

図 3 適正在庫自動調整システムと PSI 計画支援システム
の接続例

する「適正在庫自動調整システム」を開発した．
開発した適正在庫自動調整システムの構成を図 2に

示す．販売計画，販売実績は業務サイクルごとに取得
し，当該機種と当該機種の旧製品（1世代前の機種）を
紐づけるために必要な製品マスタ，休日カレンダ，発注
サイクルはデータ更新が生じるたびに取得し，偏差計
算対象期間 sならびに計画取得期間 tを予め設定する．
これらのデータに基づき，販売計画と実績の偏差に基
づく在庫維持日数，納入までのリードタイムに基づく
在庫維持日数，発注間隔に基づく在庫維持日数を算出
し，式 (2)に従い各在庫維持日数を用いて適正在庫維
持日数を算出する．これらの処理は販売計画と実績が
更新されるたびに，製品ごと・拠点ごとに実行する．

3.2 PSI計画支援システムとの連携
製品ごと・拠点ごとの適正在庫維持日数を設定した

PSI計画立案業務を実現するために，3.1 節で説明した
適正在庫自動調整システムと PSI計画支援システムの
接続が有効である．適正在庫自動調整システムと PSI

計画支援システムの接続例を図 3に示す．
PSI 計画支援システムは，販売計画を入力として，

適正在庫維持日数に基づき受払計算を行い，在庫計画

表 1 偏差計算対象期間 s と計画取得期間 t の候補値

偏差計算対象期間 s（週） 計画取得期間 t（週）
1, 8, 16, 26, 52 1, 4, 8, 16, 24

から生産計画までの初期値を生成する．この初期値に
基づき，生産能力・コンテナ積載などの制約条件下で
需要充足率が最大となるように最適化計算を行い，販
売計画から生産計画までの PSI計画を自動で立案・最
適化する．なお，PSI計画支援システムを活用するに
あたり，事前に適正在庫維持日数をパラメータとして
設定しておく必要がある．
適正在庫自動調整システムは，営業部門などが PSI

計画支援システムに入力した過去の販売計画と，トラ
ンザクションデータとして出力される販売実績を PSI

計画支援システムから自動で取得する．また，製品マ
スタ，休日カレンダ，発注サイクル情報は，受払計算
や最適化計算のパラメータとして，PSI計画支援シス
テムで管理されており，データの更新の都度，自動で
取得される．これらのデータに基づき，適正在庫自動
調整システムは製品ごと・拠点ごとの適正在庫維持日
数を算出し，算出結果を PSI計画支援システムのデー
タテーブルに自動で格納する．たとえば，販売計画の
立案サイクルが週次であれば，上記の一連の流れを週
次で実施することを実現する．このサイクルを高頻度
に回すことで，市場変動への追従力が向上し，より過
剰在庫と欠品発生を防止した PSI計画立案業務が実現
できる．

4. 適正在庫自動調整システムの適用と評価

4.1 実データに基づく最適パラメータの抽出
適正在庫算出方式を活用するにあたり，販売計画と

実績の偏差のばらつきを算出する標本を決定するため
に偏差計算対象期間 s，計画取得期間 tのパラメータ
設定が必要となる．標本が小さすぎると，特定時点の
販売計画と実績の偏差のみ評価することになり，偏差
のばらつきを評価するにはデータが不十分となる可能
性が高まる．一方で，標本を大きくすると，たとえば
季節性など繰り返し性のあるデータの場合，一部期間
のみ情報を重複して取得することになり，適切なばら
つきを評価できなくなる可能性がある．したがって，
偏差計算対象期間 sと計画取得期間 tの最適パラメー
タを算出することが求められる．
今回，本方式の適用対象とする製品に対する偏差計

算対象期間 s と計画取得期間 t のパラメータ候補を
表 1に示す．偏差計算対象期間 sは，対象製品のライ

2023年 8月号 Copyright © by ORSJ. Unauthorized reproduction of this article is prohibited.（33）411



表 2 s = 52, t = 8 における販売計画と実績の偏差のばら
つき

製 拠点
品 a b c d e f

A 1.45 1.51 2.21 1.62 1.76 1.58

B 1.07 1.15 1.94 1.67 1.42 0.81

C 1.35 1.47 2.08 2.07 1.83 1.42

D 1.19 1.19 1.67 1.93 1.25 0.96

E 1.48 1.39 1.39 1.26 1.29 0.81

F 1.24 1.24 1.26 1.25 1.00 0.92

表 3 s = 52, t = 8 における適正在庫維持日数

製 拠点
品 a b c d e f

A 18.2 18.6 23.5 19.3 20.3 19.1

B 15.5 16.1 21.6 19.7 18.0 13.7

C 17.4 18.3 22.6 22.5 20.8 17.9

D 16.3 16.3 19.7 21.5 16.8 14.7

E 18.4 17.7 17.7 16.8 17.0 13.7

F 16.7 16.7 16.8 16.7 15.0 14.4

フサイクルが約 1年間であることから，取りうる値を
52週までとして評価を行った．また，計画取得期間 t

は PSI計画立案業務において，先々の計画立案対象範
囲として本システムの適用事業部で定めている 24 週
を取りうる値の最大値として評価を行った．それ以外
のパラメータについては，対象製品のビジネス環境・
特徴に基づき，K = 2.33，LTmax = 7，IBm,i = 3，
ICm,i = 7，と設定した．以上のパラメータを入力と
して，適正在庫算出方式に基づき適正在庫維持日数を
算出し，それを PSI計画支援システムの入力とし，実
際の販売計画シナリオに基づく在庫量と需要充足状況
を評価した．
表 2に s = 52, t = 8における販売計画と販売実績

の偏差のばらつき，表 3 に s = 52, t = 8における適
正在庫維持日数を示す．2.1 節で述べた算出方法によ
り，販売計画と販売実績の偏差のばらつきが大きいと
適正在庫維持日数は大きくなる特性を有していること
がわかり，製品ごと・拠点ごとの販売計画と実績の偏
差のばらつきに基づき維持日数が算出されていること
がわかる．以上の結果から適正在庫自動調整システム
が販売計画と実績の偏差に基づき適正在維持日数を算
出していることを確認できた．
図 4 に計画取得期間を固定し (t = 8)，偏差計算対

象期間を変化させた際の在庫量，欠品率，利益の比較
結果を示す．左の第 1 軸は，s = 52 を基準とした在
庫量と欠品率の相対値を示しており，右の第 2 軸は，

図 4 t = 8 における偏差計算対象期間 s の評価結果

図 5 s = 52 における計画取得期間 t の評価結果

s = 52を基準とした利益の相対値，横軸に偏差計算対
象期間を示す．偏差計算対象期間の増加に伴って，欠
品率と在庫量が低減する傾向を確認した．
本方式においては，偏差計算対象期間が短いほど直

近の販売計画と実績の偏差のばらつきを反映した結果
となる．たとえば，前週の販売計画と実績の偏差が小
さく，次週の販売計画と実績の偏差が大きい場合は，在
庫が少ないため欠品率が上がり，前週の販売計画と実
績の偏差が大きく，次週の販売計画と実績の偏差が小
さい場合は，在庫が過剰となる．このように，偏差計
算対象期間が短いほど，計画立案時点が変化したとき
に，欠品や在庫過剰が発生するリスクが高くなり，そ
の結果，偏差計算対象期間が短いほど，欠品が発生し，
在庫量が増加したと考える．
s = 52 を基準として利益の相対値を比較したとこ

ろ，偏差計算対象期間の増加に伴って，利益が向上し，
s = 52 の利益が最も高いことがわかった．今回対象
とするビジネスでは 1年単位で需要サイクルが生じる
ことから，s = 52以上の場合，製品ライフサイクル・
季節変動の繰り返し性のあるデータを一部区間のみ重
複して取得することとなるため，s = 52を最適と判断
した．
図 5に偏差計算対象期間を固定し (s = 52)，計画取
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得期間を変化させた際の在庫量，欠品率，利益の比較
結果を示す．左の第 1軸は，t = 8を基準とした在庫量
と欠品率の相対値を示しており，右の第 2軸は，t = 8

を基準とした利益の相対値を示し，横軸に計画取得期
間を示す．計画取得期間の増加に伴って，在庫量が増
加する傾向を確認した．一方で，欠品率は t = 8のと
きに最も低い結果となった．そこで，t = 8 を基準と
して利益の相対値を評価したところ t = 1, 4と比較し
て在庫量は多いが，欠品率の低い t = 8の利益が最も
高いことがわかった．
今回の検討において，総在庫と，欠品率のバランスが

良く，利益が最も高い条件は，偏差計算対象期間s = 52，
計画取得期間 t = 8の条件であった．これは，偏差計
算対象期間が長いことで，計画立案時点が変化したと
きに欠品や在庫過剰の発生リスクが低減されたからで
あると考える．また，想定外の需要に備えて在庫をも
つためには，直近の販売計画と実績の偏差のばらつき
だけではなく，出荷・生産リードタイムや生産制約に
よる生産計画の前倒し・後ろ倒しへの影響を考慮する
ために，前々から立案した販売計画と実績の偏差のば
らつきを評価する必要がある．しかし，計画取得期間
が短すぎると，前々から立案した販売計画と実績の偏
差が除外されるため，販売計画と実績の偏差のばらつ
きを正しく評価できず，一方で計画取得期間が長すぎ
ると，実績が挙がる時点よりも極めて前に販売計画を
精度高く立案することが難しいため，販売計画と実績
の偏差のばらつきを正しく評価できない．偏差計算対
象期間 s = 52，計画取得期間 t = 8の条件はこれらの
パラメータがバランスよく設定されたため，ほかのパ
ラメータの組合せに比べて欠品率が低く，在庫量が少
ない結果となったと推察される．

4.2 適用対象業務と適用結果
今回，本システムを適用した対象事業部では，顧客

からの注文サイクルなどビジネス環境を鑑み，PSI計
画立案サイクルを週次で行っている．以下，各部門で
の週次業務の概要を述べる．
まず，営業部門が市況を調査・分析し，販促計画を踏

まえたうえで，販売計画と実績に大きな乖離を生じな
いように直近 8週分の販売計画を立案する．次に，需
給調整部門が，市況や予算目標など中長期観点で，9週
から 24 週の販売計画の立案と，適正在庫維持日数の
設定を行う．
これらの販売計画を入力データとして，適正在庫維

持日数に基づき，PSI計画支援システムで最適化計算
を行い，販売計画から生産計画を立案する．また，上

図 6 従来方式と適正在庫自動調整方式における在庫量と欠
品率の比較

述の業務を実現するために，PSI計画支援システムの
販売実績の取得，生産計画の現場への生産指示に反映，
顧客との需給調整も必要である．
販売実績の取得は月曜日の午後であり，直近 8週の

販売計画立案に半日を要し，生産指示と顧客との需給
調整に一日を要するため，需給調整部門は販売計画の
立案と適正在庫維持日数の設定を半日以内で行う必要
があったが，当業務を完遂させることが困難であった．
そこで，PSI計画立案支援システムに適正在庫自動調
整システムを連携することで，需給調整部門の業務短
縮化を図った．
以下，適正在庫自動調整システムの適用結果につい

て述べる．
今回，対象製品を 79品目，倉庫拠点を 7拠点，PSI

計画立案期間を 2021年 5月から 2021年 10月までと
して，検証した．
従来方式である，全製品・全拠点合計の販売計画と

販売実績の偏差に基づき，製品ごと・拠点ごとの維持
日数を一律 19 日に設定した場合と，偏差計算対象期
間 s = 52，計画取得期間 t = 8 の条件において適正
在庫自動調整方式で製品ごと・拠点ごとに在庫維持日
数を設定した場合を比較した結果を図 6に示す．縦軸
の第 1 軸には従来方式を基準とした在庫量の相対値，
第 2軸には従来方式を基準とした欠品率の相対値を示
す．従来方式と比較して，適正在庫自動調整方式を適
用した場合，平均在庫量が 18％増加し，在庫管理コス
トが増えた一方で，欠品率が 25％低減したことによる
販売機会増加により，トータルとして収益が 0.4％向
上する見通しを得た．
適正在庫自動調整システムを適用した際の適正在庫設

定作業の短縮効果を評価したところ，従来人手で 240分
（約半日）要していた適正在庫設定作業を，30分以内で
行うことが可能であり（作業時間 90％低減），PSI 計
画立案業務ならびに適正在庫維持日数更新業務が週次
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業務として実行可能である見通しを得た．

5. 結言

本研究では，PSI計画支援システムを利用した PSI

計画立案業務における適正在庫維持日数の算出を目的
に，販売計画と販売実績の偏差に基づく維持日数，納
入までのリードタイムに基づく維持日数，発注間隔に
基づく維持日数に基づき，適正在庫維持日数を自動算
出するシステムを開発した．
本システムを用いることで，製品別・拠点別の適正

在庫維持日数を高速に自動算出し，特徴の異なる製品
ごと・拠点ごとに適正在庫維持日数を PSI計画支援シ
ステムと連携し，自動設定することにより，適正在庫
維持日数の見直しを含む週次 PSI計画立案業務を実現
した．また，個別の適正在庫維持日数設定により，収
益性向上の見通しを得ることができた．

6. 今後の予定

適正在庫維持日数の更新の高頻度化は経営の改善効
果があり，今回対象とする弊社事業部にて実務適用を
進めているが，週次で適正在庫維持日数が都度変動す
ると，需給調整業務において，高頻度の適正在庫維持

日数変更に追従しきれないリスクがあることが判明し
た．そのリスク低減をするために，適正在庫維持日数
の更新頻度を低減させるか，更新頻度に追従可能な業
務とするための業務上での省力化を検討する必要があ
る．そのために，適正在庫維持日数の更新頻度をどこ
まで下げても在庫適正化を維持できるかの評価，並び
に，在庫維持日数変更に伴い生じる需給調整における
追加業務の分析に取り組む予定である．
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